
スズキ、インドネシアで中・大型二輪車４機種を発売

スズキ株式会社のインドネシア子会社スズキ・インドモービル・モーター社（SIM 社）は、中型二輪車

および大型二輪車 4機種を今後順次発売すると発表した。

インドネシアでは所得の向上に伴い、ツーリングなどのレジャー用途に中・大型二輪車の需要が

高まってきており、一昨年に投入した 250ccのスポーツモデル「イナズマ」に加え、中・大型機種のライン

アップを拡充することでスズキブランドの訴求と拡販を図る。

今回発売するのはロードスポーツバイク「ハヤブサ」、「ＧＳＲ７５０」、スポーツアドベンチャーツアラー

「Ｖ‐Ｓｔｒｏｍ６５０ ＡＢＳ」、中型スクーター「バーグマン２００」の 4 機種。「ハヤブサ」、「ＧＳＲ７５０」、「Ｖ‐

Ｓｔｒｏｍ６５０ ＡＢＳ」の3機種は、日本から輸入し、「バーグマン２００」は、タイのタイスズキ社より輸入して

9月より順次発売する。

なお、「バーグマン２００」はタイスズキで生産され、日本、欧州、北米、大洋州など世界市場向けに

輸出されている。
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